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図３ 第 4尾椎から第 9尾椎左側面。数字は尾椎の番号。第 7尾椎から尾椎の中間部分に割れ目（矢印）が





















図４ 第 8、第 9尾椎と第 10尾椎の前半部分左側面。




















図８ 頭胴長 43mm,尾長 64.5mmの個体の尾の付け根から 16.5mmの部分の尾の中心部縦断面。上が背側、
右が前方。 a:筋肉 b:尾椎 c:尾椎の割れ目 d:筋間中隔 e:神経弓 f:関節部 g:体表。
尾椎の神経弓から椎体にかけて割れ目が入っており、神経弓には筋肉が付着している。筋間中隔は体
表へ向けて前方にのびている。腹側も割れ目部分から体表に向けて筋間中隔がのびている。
図９ 図 8の連続切片。尾の中心より左側。上が背側、右が前方。 a:脊椎骨側突起 b:脊椎骨側突起に
付着する筋肉


















図12 図 8の個体の尾の付け根から 54.5mmの部分。上が









































図14 再生途中の尾。上が背側、右が前方、左が再生面。 a:核 b:尾椎
図15 再生尾。上が背側、右が前方。 a:軟骨 b:筋肉
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